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おめでとうございます

平成２５年度人権作品最優秀賞

　市では毎年、人権週間にちなんだ作品を

子どもたちから募集しています。その中か

ら最優秀賞に選ばれた作品を紹介します。

３月号では、中学生の作文を紹介します。

観音寺南小学校６年　田部　みらいさん

観音寺南小学校４年
今村　百花さん

中部中学校２年
皆本　達哉さん

大野原小学校１年
大西　美佳子さん

大野原中学校３年
田片　孝祈さん

小学生の部

母と祖母を育てたふるさとの言葉

　今
年
、
瀬
戸
内
芸

術
祭
の
会
場
と
な
っ

た
小
さ
な
島
は
、
母

の
ふ
る
さ
と
で
す
。

祖
母
は
、
こ
の
島
で

生
ま
れ
、
こ
の
島
で
結
婚
を
し

て
、
私
の
母
を
出
産
し
、
子
育

て
を
し
、
そ
し
て
、
今
で
も
島

で
元
気
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　祖
母
は
時
々
、
私
の
家
に
遊

び
に
来
ま
す
。
祖
母
は
、
私
が

小
さ
い
と
き
か
ら
、
こ
の
島
独

特
の
言
葉
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
私
に
話
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
私
は
、
祖
母

の
話
す
言
葉
に
疑
問
を
も
っ
た

こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　で
も
、
遊
び
に
来
て
い
た
友

だ
ち
は
、
祖
母
の
話
す
言
葉
を

聞
い
て
「
お
か
し
い
」
と
、
不

思
議
そ
う
に
言
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
私
は
「
何
が
お
か
し
い

の
」
と
思
い
ま
す
。

　祖
母
の
話
す
言
葉
は
、
島
の

み
ん
な
が
生
活
で
使
っ
て
い
る

言
葉
で
す
。
そ
し
て
、
私
が
小

さ
い
頃
か
ら
聞
い
て
い
る
言
葉

な
の
に
、
聞
き
慣
れ
て
い
な
い

友
だ
ち
に
と
っ
て
は
「
お
か
し

い
」
と
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
母
に
い
う
と
、
次

の
よ
う
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
ふ
る
さ
と
の
こ
の
言
葉
は
、

平
安
時
代
か
ら
伝
わ
る
公
家
言
葉

で
、
有
名
な
言
語
学
者
の
先
生
が

島
ま
で
調
べ
に
来
る
ほ
ど
貴
重
な

言
葉
な
の
。
こ
の
言
葉
を
使
っ
て

い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
伝
統
を

守
る
貴
重
な
人
な
の
よ
。
日
本
で

は
、
東
北
弁
と
か
大
阪
弁
と
か
全

国
各
地
で
方
言
と
呼
ば
れ
る
言
葉

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
言
葉
も

そ
の
一
つ
な
の
。
こ
の
島
の
言
葉

を
お
か
し
い
と
思
う
人
が
い
て
も
、

み
ん
な
が
同
じ
言
葉
を
使
わ
な
く

て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」

　で
も
、
そ
う
教
え
て
く
れ
た
母

は
、
こ
の
島
の
言
葉
を
使
う
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
理
由

は
、
高
校
の
時
に
言
葉
が
お
か
し

い
と
言
わ
れ
、
就
職
し
て
か
ら
も

同
じ
よ
う
に
言
わ
れ
て
か
ら
、
使

え
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
私
は
、

も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
と
、
大
切
な
言
葉
を
否

定
す
る
人
の
多
い
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　私
は
、
母
や
祖
母
の
島
の
言
葉

を
お
か
し
い
と
い
う
友
だ
ち
に
、

ふ
る
さ
と
の
言
葉
の
大
切
さ
を
教

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
祖

母
の
使
う
言
葉
へ
の
誇
り
と
尊
敬

を
こ
れ
か
ら
も
持
ち
続
け
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　（
原
文
ど
お
り
）

最優秀人権ポスター最優秀人権書写

最優秀人権作文
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　消費税法等の一部改正により税率が５％から８％に変更される

各施設の維持管理や事務経費にも影響があり、４月１日から水道

料金や下水道使用料をはじめとする施設使用料や航路運賃などを

次のとおり改定することになりました。

　今後も市民サービスの向上と経費の削減に努めますので、ご理

解とご協力をお願いします。

注意：水道料金および下水道使用料は、平成２６年５月検針分から、し尿手数料は４月くみ取り
　　　分から新料金が適用されます。
　　　詳しくは、各施設等に問い合わせてください。

使　用　料　等 旧　料　金　　  　新 料 金　 問 い 合 わ せ 先
（
一
般
用
／
１
カ
月
）

水
道
料
金

基本料金　～１０㎥ １，４５９円 １，５０１．２円
水道局監理課

（☎２５−５２１１）

※合算後の円未満の端数は切り捨て
超過料金（１㎥につき）

１１㎥～
２２０．５円 ２２６．８円

（
一
般
汚
水
／
１
カ
月
）

下
水
道
使
用
料

基本料金　～１０㎥ １，３３８．７５円 　１，３７７円

下水道課（☎２５−６８９０）

※合算後の円未満の端数は切り捨て

超過料金（１㎥につき）

１１～　２０㎥ １７３．２５円 １７８．２円

２１～　３０㎥ １９９．５円 ２０５．２円

３１～　５０㎥ ２３６．２５円 ２４３円

５１～１００㎥ ２６７．７５円 ２７５．４円

１０１㎥～ ３０４．５円 ３１３．２円

運
賃

航
路 旅客運賃（大人１人） ５００円 ５１０円 伊吹支所（☎２９−２１１１）

し
尿
手
数
料

１０ℓにつき １４０円 １４４円

衛生センター（☎２３−１４３８）
（旧観音寺地区）

三観衛生組合（☎５２−２６５７）
（大野原・豊浜地区）

手
数
料

持
ち
込
み
ご
み

家庭系一般廃棄物
２００㎏まで

５００円 ５１０円

生活環境課（☎２５−２６９８）

事業系一般廃棄物
２００㎏まで

２，０００円 ２，０５０円

そ
の
他

農業集落排水処理施設、公民館等集会施設、公園、港湾、漁港、体育施設などの施設の料金が
変わります。

４月１日から  消費税率の引き上げに伴い

 改定される主な公共料金等と問い合わせ先 

公共料金や施設使用料などを改定します
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　税
制
改
正
な
ど
に
よ
り
申
告

件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
会
場
が
混
雑
し
、
待
ち

時
間
が
長
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
付
け

を
す
る
た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

注
意

○

事
業
所
得
（
農
業
や
営
業
な

ど
）
や
不
動
産
所
得
な
ど
、

収
支
計
算
（
売
り
上
げ
か
ら

必
要
経
費
を
差
し
引
き
、
所

得
を
算
出
）
が
必
要
な
人
は
、

必
ず
事
前
に
収
支
内
訳
書
を

完
成
さ
せ
て
か
ら
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。

○

医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け

る
人
は
事
前
に
控
除
適
用
額

を
計
算
し
て
、
来
場
し
て
く

だ
さ
い
。

○

収
支
計
算
や
医
療
費
控
除
な

ど
の
計
算
が
難
し
い
人
は
、

事
前
に
税
務
署
や
市
税
務
課
、

税
理
士
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

○

所
得
税
の
申
告
が
不
要
で
も
、

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　例
年
の
収
入
の
他
に
、
新
た

に
発
生
し
た
収
入
（
例
え
ば
、

土
地
の
譲
渡
や
収
用
に
よ
る
収

入
、
配
当
収
入
な
ど
）
が
あ
る

場
合
は
、
税
務
署
や
市
税
務
課

に
相
談
す
る
な
ど
し
て
、
申
告

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

　申
告
の
詳
し
い
内
容
は
「
広

報
か
ん
お
ん
じ
１
月
号
」
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

市民税・県民税
国民健康保険税等

の申告
税務課市民税係　☎２３−３９２２

観 音 寺 税 務 署　☎２５−２１９１

平成２６年（平成２５年分）納税相談日程表

受付月日 曜日 受 付 会 場
申　告　受　付　地　区

午前（９：００～１２：００）　　 午後（１３：００～１６：００）　　

２月１３日 木
共同福祉施設
働く婦人の家
２階軽運動室

観音寺地区で年金以外に所得がない人

１４日 金
豊浜

中央公民館
２階講堂

（旧文化会館）

大野原・豊浜地区で年金以外に所得がない人

１７日 月 本町、中之町 上田井、東町、港町、南

１８日 火 東浜、須賀　 北原、五軒屋、岡、直場、道溝、林

１９日 水
長谷、雲岡、野々池、大坪、院内、梶谷、
本村、大平木、道溝東、苗手

関谷、堀切、西原、箕浦

２０日 木

大野原
中央公民館
３階講義室

海老済、有木、田野々 内野々、井関

２１日 金 高尾、大造、大福、大道、上中、下中 中村、早本、道上、笠松、寺家

２４日 月 高松、上杉林、下杉林、辻
西の後、八兵、大鞘、大鞘西団地、宮之下、
下木屋

２５日 火
残水、植松、岡之塔、下林、ひうち、
雇用促進

十三塚、林

２６日 水 屋敷、瀬後、豆塚、雉子原 四軒屋、白坂、石砂

２７日 木 池之内、福田原、丸井南 西丸井、丸井北、青岡

２８日 金 赤岡、東村 中央、安井

３月３日 月 花稲北、本村 中林、先林

４日 火

共同福祉施設
働く婦人の家
２階軽運動室

粟井町（上野、奥谷、宮下団地）、木之郷町 粟井町（出晴、信末、本庄、常次、竹成）

５日 水 吉岡町、本大町　　 中田井町、古川町

６日 木 室本町、高屋町（西上、西下）
高屋町（岡西、岡東、明上、明下、高屋団
地）

７日 金
茂木町、茂西町、上市、川原、有明町、
八幡町、天神町　

坂本町、幸町、明星、殿、中央、柳、青柳、
三架橋、駅通、栄町、昭和町、七間橋、中
洲、中新、若宮、春日、大和、上若

８日 土 伊吹支所 伊吹町全域 伊吹町全域

１０日 月

共同福祉施設
働く婦人の家
２階軽運動室

南町、港町、西本町、蛭子、琴浪町、
瀬戸町、三本松町

植田町

１１日 火 流岡町 村黒町、出作町

１２日 水 新田町　 池之尻町

１３日 木 原町、柞田町（中出、上出）　 柞田町（黒渕、下出）　　

１４日 金 柞田町（八丁、山王、下野、北岡、玉田） 柞田町（大畑、油井、山田）　

１７日 月 上記日程で来場できなかった人

問い合わせ先
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　市
で
は
、
納
税
者
の
申
告
手

続
き
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

平
成
２３
年
１２
月
か
ら
ｅエ

Ｌル

Ｔタ

ッ

ク

ス

Ａ
Ｘ

（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）

を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
市
税
の
申
告
な
ど
の
受

け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
手
続
き

　給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
、

法
人
市
民
税
申
告
書
の
提
出
、

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
な
ど

注
意　個

人
の
市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 h
ttp

://w
w

w
.e

lta
x
.jp

/

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０

−

０
８
１
４
５
９

　ｅ

−

Ｔ
Ａ
Ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
す
る

と
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続

き
が
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通

じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
近
く
の
税
務
署
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
廃
止
の
主
な
理
由
】

○

長
年
に
わ
た
る
納
税
者
の
ご

協
力
に
よ
り
、
当
初
の
目
的
が

達
成
さ
れ
た
こ
と

○

市
県
民
税
な
ど
他
の
市
税
で

は
、
既
に
本
制
度
は
廃
止
さ
れ

て
お
り
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
に
対
し
て
の
み
前
納
報

奨
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
不
公
平
感
が
生
じ
て
い

る
こ
と

◆
全
期
前
納
は
引
き
続
き
で
き
ま
す

　制
度
廃
止
後
は
報
奨
金
の
交

付
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
同
様
、「
納
付
書
」
ま
た
は
「
口

座
振
替
」
で
全
期
分
を
一
括
し

て
納
付
で
き
ま
す
。

◆
口
座
振
替
で
全
期
前
納
さ
れ

て
い
る
人
へ

　引
き
続
き
全
期
前
納
さ
れ
る

場
合
は
手
続
き
は
不
要
で
す
が
、

期
別
納
付
（
納
期
ご
と
の
振
替
）

に
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
市
指

定
金
融
機
関
な
ど
で
変
更
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意

　手
続
き
に
は
通
帳
、
通

帳
届
出
印
が
必
要
で
す
。

　制
度
の
廃
止
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
今
後
も
納
期
内
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　税
務
課
収
納
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　こ
れ
ま
で
の
市
民
会
館
か
ら
、

共
同
福
祉
施
設
・
働
く
婦
人
の

家
２
階
軽
運
動
室
へ
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
庁
舎
建

設
工
事
の
た
め
、
市
役
所
へ
の

進
入
口
が
２
カ
所
通
行
で
き
ま

せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
左
図
の
進
入
口
か
ら
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

※
豊
浜
会
場
・
大
野
原
会
場
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
会
場
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

−

市
民
税
・
県
民
税
の
均
等
割

額
の
変
更
に
つ
い
て

−

　「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実

施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に

必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地

方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
」
の
施
行
に
伴
い
、
全
国
的

な
臨
時
措
置
と
し
て
平
成
２６
年

度
か
ら
平
成
３５
年
度
ま
で
の
間
、

均
等
割
（
年
額
）
の
引
き
上
げ

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

−

給
与
所
得
控
除
の
上
限
の
創

設
に
つ
い
て

−

　給
与
所
得
の
金
額
は
、
給
与

等
の
収
入
額
か
ら
給
与
所
得
控

除
額
を
控
除
し
た
額
で
算
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　平
成
２６
年
度
（
平
成
２５
年
中
）

の
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
が
、

１
、
５
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
給
与
所
得
控
除
額
の
上

限
を
２
４
５
万
円
の
定
額
に
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

注
意　詳

し
く
は
「
広
報
か
ん
お
ん

じ
１２
月
号
」
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　４
月
１
日
（
火
）
が
申
告
・
納

付
の
期
限
で
す
。

　申
告
に
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
画
面
の
案
内
に
従
っ

て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、
税

額
等
が
自
動
計
算
さ
れ
、
確
定

申
告
書
が
作
成
で
き
る
便
利
な

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　観
音
寺
税
務
署

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
１
９
１

　平
成
２６
年
度
か
ら
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
全
期
分

を
第
１
期
の
納
期
限
（
４
月
末
）

ま
で
に
一
括
で
納
付
さ
れ
た
場

合
に
交
付
し
て
い
る
前
納
報
奨

金
（
前
納
報
奨
金
制
度
）
を
廃

止
し
ま
す
。

　こ
の
制
度
は
、
戦
後
の
混
乱

し
た
社
会
情
勢
と
不
安
定
な
経

済
事
情
の
中
で
、「
税
収
の
早
期

確
保
」
や
「
納
税
意
欲
の
向
上

を
図
る
」
こ
と
な
ど
を
目
的
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

申
告
会
場
が
変
わ
り
ま
す

市
税
の
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス

平
成
２６
年
度
の
市
民
税
・

県
民
税
の
主
な
改
正
点

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は

前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止

正
し
く
早
め
に

国
税
の
申
告
は
ｅイ

ー

タ

ッ

ク

ス

ー

Ｔ
Ａ
Ｘ
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

中　央
公民館

新庁舎
建設現場

共同福祉施設
働く婦人の家
２階軽運動室

社会福祉
センター

中
央
図
書
館

商
工
会
議
所 保　 健

センター
三 観 広 域
防災センター

一の谷川

コンビニ

観音寺中
央高校

飲食店

本庁舎

電算
センター

消防本部
南消防署

通行できません工事範囲

消防庁舎
建設現場

駐　車　場

申告会場周辺地図

通
行
で
き
ま
せ
ん
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　市外から本市への定住を促進するため、

平成２３年度から「定住促進住宅取得等助成

金制度」を実施していますが、平成２６年３

月で本制度は終了します。

　助成要件を満たし、まだ申請していない

人は、３月末までに申請してください。申

込期間を過ぎての申請は受け付けできませ

んのでご注意ください。

対象者

　本人および世帯員全員が、初めて本市の

住民基本台帳に記載される人で①または

②に該当する人

①平成２３年４月１日から平成２６年３月３１日

までの期間に住宅建築に係る工事を契約

し、工事契約後から平成２７年１月１日ま

でに新たに転入して居住する人

②平成２３年４月１日以後に住宅を購入し、

平成２６年３月３１日までに新たに転入して

居住する人

助成金額

　居住することを目的に新たに住宅を建築

または購入するための経費の５％に相当す

る金額。ただし、土地購入に係る経費は除

く。（上限５０万円）

①Ｉターン者住宅新築等助成金

対象者

　①の助成対象者に対し、住宅または住宅建築のた

めに取得する宅地を売却または媒介した、宅地建物

取引業法（昭和２７年法律第１７６号）第３条第１項の

免許を受けて宅地建物取引業を営むもの

助成金額

　１件につき５万円（１あっせん業者につき年間１０

件が上限）

　市外在住者だけでなく市内在住者や観音寺市にゆ

かりのある人も「がんばれ観音寺応援隊員」に登録

できるようになりました。

　隊員には、市から提供する隊員名刺（希望者のみ

７種類から選択）とＰＲ資料等を一緒に配布し、本

市の魅力発信のお手伝いをしていただきます。

　意欲的に本市をＰＲしてくれる１８歳以上の人を随

時募集していますので、ぜひ申し込んでください。

　問い合わせ先：企画課　☎２３－３９１７

　詳しくは市ホームページを確認してください。

　「市政⇒まちづくり⇒交流定住促進事業」

　詳しい内容や申請書等のダウンロードは、

市ホームページ（市政⇒まちづくり⇒交流

定住促進事業）を確認してください。

問い合わせ先
　企画課　☎２３－３９１７

②住宅あっせん等助成金

応募規定

○平成２６年１月１日以降に、観音寺市内で撮影

したもの

○未発表および発表予定のないもの

○市内で撮影したことが確認できるもの

○単写真または組写真とし、応募点数に制限は

ありません

サイズ

　カラープリント４つ切り（Ｗ４は可能）

応募方法

　作品の裏面に応募票（自作可）を貼付し、近

くのカメラ店または観光協会事務局へ、持参ま

たは郵送してください。

　応募用紙は、道の駅ことひきや大正橋プラザ、

市役所総合案内所、各支所にあります。

締め切り

平成２６年１２月３１日（水）必着

　平成２７年１月末に審査を行い、直接入賞者に

通知します。入賞作品は、市内の主要な施設で

展示・発表します。

　観音寺市観光協会事務局　☎２４－２１５０

　　　〒７６８－００６２

　　　観音寺市有明町３番３７号

審査・発表

応募先・問い合わせ先

○応募作品は返却しません。

○応募作品の版権は主催者（観音寺市観光協会）

に帰属します。

○入賞作品は、賞品と引き換えにネガまたはデ

ジタルデータで提出してください。

注意

市内の魅力的な風景を撮影した写真を募集します。

豊かな自然や地域のお祭りなど、ジャンルは問いません。

入賞作品は、市の観光ＰＲに使用させていただきます。

忘れていませんか？

定住促進住宅取得等助成金の申請
平成２６年３月で終了します！

オールシーズンフォトコンテスト

～市内在住の人の募集を開始します！～
「がんばれ観音寺応援隊」隊員募集中！

作 品 募 集
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１
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

＊
歩
道
通
行
で
き
る
の
は

・
歩
道
に
「
普
通
自
転
車
歩
道

通
行
可
」
の
標
識
が
あ
る
と
き

・
１３
歳
未
満
の
子
ど
も
や
７０
歳

以
上
の
高
齢
者
、
体
の
不
自

由
な
人
が
通
行
す
る
と
き

・
安
全
確
保
で
や
む
を
得
な
い

と
き
（
車
道
通
行
が
困
難
な

場
合
や
自
動
車
と
の
接
触
事

　故
の
危
険
性
が
あ
る
場
合
等
）

２
車
道
・
路
側
帯
は
左
側
を
通
行

３
歩
道
を
通
行
で
き
る
場
合
は

車
道
寄
り
を
徐
行

４
信
号
、
一
時
停
止
な
ど
、
安

全
ル
ー
ル
を
厳
守

５
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

道
路
の
路
側
帯
の
「
右
側
通

行
」
禁
止

・
路
側
帯
も
道
路
の
左
側
路
側

帯
の
み
通
行
可
能

　

自
転
車
が
通
れ
な
い
路
側
帯

　

自
転
車
が
通
れ
る
路
側
帯

市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
２
４

少年育成センター　☎２５－４２５１

子ども・若者健全育成フォーラム
「人がつながる　声かけ　心かけ」

市内の交通事故
平成２５年１月１日～１２月３１日

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
し
た

×○

　観音寺第一高等学校・観音寺中央高等学校・三豊工業高

等学校の生徒会役員と観音寺マナーアップの会員が事例や

昔話「かちかち山」を読んで、お互いの思いを聴き語り合

いました。助言者として、四国少年院法務教官の長尾貴志

先生が同席し助言してくれました。

　　　観音寺第一高校生徒会役員（　）と観音寺

マナーアップの会員（　）　合計２５人

　　万引きをして、見つかったことに

　　　　　「運が悪かった」と話す少年

　友だちがいても孤独だろうと思う。家族が

悲しむと思うと万引きできない。

　自分の将来のことを考えたら悪いことはで

きない。

　昔は生活のため、今は物が欲しいというよ

りスリルを味わうゲーム感覚の万引きが多い

のでは。かわいそうなのは、誘われても断る

強さがない子どもたち。大人に守られている

ことを感じている子どもは断る勇気がある。

日　時：２月２２日（土）

　　　　午後１時３０分～午後４時３０分

場　所：観音寺中央図書館

講　演：「人のつながりと支え愛

　　　　～心を病む少年たちから～」

講　師：四国少年院法務教官・長尾貴志先生

シンポジスト：高校生、教員他

問い合わせ：少年育成センター　

　　　　　　☎２５－４２５１

（　）内は平成２４年１月１日～１２月３１日

平成２５年１２月１日施行

１本の線と点線１本の線
２本の線
歩行者専用

市
内

発生件数 ５０２件（　　　４８４件）

死 者 数 ７人（　　　　１１人）

負傷者数 ６０９人（　　　５８８人）

県
内

発生件数 １０，１０１件（１０，６３７件）

死 者 数 ５５人（　　　　８１人）

負傷者数 １２，３５３人（１３，１４３人）

　長尾先生　どんな時も「自分がこうしたら

こうなる」という想像力が必要。それは人と

関わることで養われていく。

さて、みなさんはどんなことを思い

どんな行動をしますか？

高校生と世代を超えて
「聴き語り」

出席者

◇聴き語りの会

基
本
ル
ー
ル

お
知
ら
せ

　　　観音寺第一高校・観音寺中央高校・三豊

工業高校の生徒会役員と観音寺マナーアップの

会員　合計４５人

【かちかち山】より「うさぎがしたことは、

良いこと？悪いこと？」

悪いこと：罰は必要だがやり過ぎ。他の方法（一

緒に謝りに行くなど）があると思う。おじい

さんとたぬきの関係の間に出しゃばり過ぎ。

良いこと：悪いことをしたたぬきに罰を与える

ことは当然。たぬきの行動にはうさぎを含め

てみんな困っている。このまま放っておくと

もっと迷惑や悲しむ事態が起きる。自分がう

さぎでも“倍返し”する。

出席者

事例

助言

高

高

マ

マ
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　障
が
い
者
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ほ
し
い
。

　障
害
者
総
合
支
援
法

が
平
成
２５
年
４
月
に
施

行
さ
れ
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
介
護

給
付
な
ど
）
や
自
立
支
援
医
療

（
更
生
・
育
成
・
精
神
通
院
医

療
）、
補
装
具
支
給
が
原
則
１
割

負
担
で
利
用
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
市
の
独
自
性
が
生
か

せ
る
地
域
生
活
支
援
事
業
で
は
、

相
談
支
援
体
制
の
充
実
や
日
常

生
活
用
具
の
給
付
種
目
の
追
加
、

健
常
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
る

た
め
の
手
話
通
訳
者
の
派
遣
、

重
度
障
が
い
者
に
対
す
る
訪
問

入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
移
動

支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
障
が
い
者
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
偏
見
を
取
り
除

く
た
め
の
啓
発
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　ハ
ー
ド
面
で
は
、
障
が
い
を

持
っ
た
人
が
街
に
出
か
け
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
公
共

施
設
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
、
段
差
の
解
消

な
ど
の
ほ
か
、「
の
り
あ
い
バ
ス
」

へ
の
低
床
型
（
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
）

バ
ス
の
導
入
、
障
が
い
者
専
用

駐
車
場
の
設
置
な
ど
に
努
め
て

い
ま
す
。

　社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
３

て
い
ま
す
。

　「
伊
吹
い
り
こ
」
は
、
平
成
２３

年
度
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

商
標
登
録
し
、
東
京
で
開
催
し

て
い
る
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
」
や

「
実
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　産
地
間
競
争
が
激
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
今
後
は
県

外
産
地
と
の
差
別
化
や
、
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
を
図
り
、
農
水
産

物
の
販
売
促
進
に
努
め
ま
す
。

　農
林
水
産
課

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
１

　Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
舎
を

橋
上
化
し
て
ほ
し
い
。

　市
で
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
平

成
２１
年
作
成
）
に
お
い
て
橋
上

駅
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、

経
済
情
勢
や
各
種
事
業
の
優
先

順
位
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
な

ど
が
あ
り
事
業
の
計
画
に
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　現
在
は
、
Ｊ
Ｒ
軌
道
上
に
南

と
北
を
つ
な
ぐ
自
由
通
路
で
歩

行
者
の
通
路
を
確
保
し
て
い
ま

す
。　都

市
整
備
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
８

　オ
フ
ト
ー
ク
放
送
が

平
成
２７
年
２
月
末
で
廃

止
に
な
る
が
、
そ
れ
に
代
わ
る

放
送
設
備
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

　市
内
で
統
一
し
た
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
、

同
報
系
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
を
新
庁
舎
建
設
と
並
行
し
て

整
備
し
て
い
ま
す
。
災
害
等
の

情
報
を
屋
外
拡
声
子
局
（
ス
ピ

ー
カ
ー
）
に
よ
り
伝
達
す
る
シ

ス
テ
ム
で
、
地
域
の
避
難
所
に

な
る
施
設
等
に
は
、
戸
別
受
信

機
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　危
機
管
理
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

　い
り
こ
や
レ
タ
ス
、

イ
チ
ゴ
な
ど
観
音
寺
市

の
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、

農
業
や
水
産
業
を
振
興
し
て
ほ

し
い
。

　現
在
、
レ
タ
ス
や
イ

チ
ゴ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

等
の
野
菜
類
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ａ
香
川
県
と
一
緒
に
東
京
や
仙

台
市
、
神
戸
市
の
市
場
や
店
頭

で
毎
年
特
産
品
市
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
市
長
も
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
し
て
、
農
水
産
物

や
レ
シ
ピ
な
ど
の
配
布
を
行
っ

　近
く
の
公
園
に
野
良

犬
が
住
み
つ
い
て
子
ど

も
が
襲
わ
れ
な
い
か
不
安
だ
。

駆
除
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　野
良
犬
（
野
犬
）
対

策
は
、
香
川
県
西
讃
保

健
所
と
協
力
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。
駆
除
（
捕
獲
）
は
捕
獲

箱
に
よ
る
方
法
で
行
っ
て
お
り
、

自
治
会
な
ど
に
市
生
活
環
境
課

か
ら
捕
獲
箱
の
貸
し
出
し
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
野
良
犬

に
エ
サ
を
与
え
る
人
が
絶
え
ず
、

完
全
に
駆
除
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
態
で
す
。

　野
良
犬
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
は
、
地
域
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○

野
犬
に
エ
サ
を
与
え
た
り
エ

サ
に
な
る
も
の
を
放
置
し
た

り
し
な
い

○

犬
を
飼
い
始
め
た
ら
、
最
後

ま
で
大
切
に
飼
う

○

メ
ス
は
避
妊
、
オ
ス
は
去
勢

手
術
を
受
け
さ
せ
る

　西
讃
保
健
所
衛
生
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

４
３
８
３

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
ご
意
見
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
・

ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

A

AA

A

Q

Q

QQ

Q
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２月３日（月）午前９時３０分～午後１時

保健センター

２月４日（火）午前９時３０分～午後１時

大野原いきいきセンター

２月５日（水）午前９時３０分～午後１時

豊浜福祉会館

各教室３０人（定員を超えた場合は抽選）

各教室３日前まで

１００円、エプロン、三角巾

市食生活改善推進協議会

　保健センター　☎２３−３９６４

　３月１日（土）から７日（金）までは、子ども予

防接種週間です。期間中、各医療機関で通常の

診療時間内に予防接種が受けにくい人に対して、

予防接種や相談を受け付けます。入園や入学な

ど新しい生活が始まる前に体調を整え、予防接

種を受けてください。

　各医療機関の実施日時は、ホームページでも

確認できます。ホームページが閲覧できない場

合は、保健センターへ問い合わせてください。

　各医療機関での事前予約が必要

保健センター　☎２３−３９６４

子どもたちの未来のため「食育」を考えませんか。

３月２日（日）午前１０時～午前１１時３０分

保健センター２階和室

「食から考える、愛情たっぷり子育て」

～未来を生きるこどもたちのために～

無料

観音寺市愛育会

託児可（申し込みが必要）

　観音寺市愛育会事務局（保健センター内）

　☎２３−３９６４

２月１４日（金）午前９時３０分～午前１１時３０分、

午後０時３０分～午後４時

市役所１階ロビー

観音寺ライオンズクラブ

２月１８日（火）午前９時３０分～午後０時３０分

大野原いきいきセンター

大野原地区献血推進協議会

　「自分で料理を作ってみたい」と思っているあ

なた、チャレンジしてみませんか。

健康
だより

男性料理教室

子ども予防接種週間

愛育会子育て講演会

献血に協力してください

日時 場所 内容

対象 受付期間料金料

料

料

持参物持

持

問合先申込先注意注

主催主

主

主

主

主

人数

●健康フェアー「老化とうまくつき合おう」

３月８日（土）午前９時～正午

三豊総合病院正面玄関待合

●食べて治して、ハッピーライフ

２月１４日（金）午後２時～午後３時

肝臓のはたらきと肝臓病予防／肝臓をいたわ

る食生活のポイント

調理実習、試食会は６００円

各教室とも予約が必要

　同病院健康管理センター　☎５２−２７２６

２月２８日（金）午前１０時～正午

調理実習＝桃の節句を祝う行事食～行事食で

もバランスよく～

●腎臓病教室

２月２０日（木）午後３時３０分～午後５時

腎臓病とサプリメント／腎不全の治療選択／

腎移植

●夜間糖尿病教室

２月１３日（木）午後６時～午後７時

糖尿病の検査って何をするの？／試食会（糖

尿病食を食べてみよう）

●男性の調理実習（バイキング）

２月５日（水）午前９時３０分～午後０時３０分

注

三豊総合病院健康教室

パブリック・コメントを募集します

計 画 名
観音寺市新型インフルエンザ
等対策行動計画（案）

公 募 期 間 ２月５日（水）～３月７日（金）

提 出 方 法

指定の意見書に必要事項を明記の上、
下記へ郵送またはＦＡＸ、電子メール、
持参により提出（郵送の場合は、当日
必着）

提 出 先

〒７６８−８６０１（住所記載不要）
観音寺市健康福祉部健康増進課
Ⓕ０８７５−２５−５９００
Ⓔ kenkou@city.kanonji.lg.jp

設 置 場 所
健康増進課、保健センター、市役所総
合案内所、各支所、市ホームページ

問い合わせ先 健康増進課　☎２３−３９６４

注意：電話や口頭、匿名での意見は不可
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

常 任 委 員 会

総

　

務

委 員 長 立 石 隆 男

副委員長 篠 原 和 代

委 員 秋 山 忠 敏

〃 高 橋 照 雄

〃 石 山 秀 和

〃 大 矢 一 夫

〃 詫 間 　 茂

建

設

経

済

委 員 長 安 藤 康 次

副委員長 豊 浦 孝 幸

委 員 大久保隆敏

〃 安 藤 忠 明

〃 大 平 直 昭

〃 井 下 尊 義

〃 友 枝 俊 陽

文

教

民

生

委 員 長 五 味 伸 亮

副委員長 篠 原 重 寿

委 員 大 賀 正 三

〃 井 上 浩 司

〃 伊 丹 準 二

〃 藤 田 　 均

広

聴

広

報

委 員 長 安 藤 康 次

副委員長 大 平 直 昭

委 員 篠 原 重 寿

〃 石 山 秀 和

〃 五 味 伸 亮

〃 藤 田 　 均

〃 篠 原 和 代

平２５.１２.２選任

議 会 運 営 委 員 会

委 員 長 大 賀 正 三

副委員長 安 藤 忠 明

委　　員 高 橋 照 雄

〃 大 平 直 昭

〃 安 藤 康 次

〃 立 石 隆 男

〃 五 味 伸 亮

１２月定例会で次のとおり
委員の任命などに

同意しました
○教育委員会委員

　大平　幸男　　大野原町

　藤田　都明　　新田町

○監査委員

　佐伯　文男　　豊浜町

　井下　尊義　　観音寺町

○公平委員会委員

　田岡　敬造　　観音寺町

○人権擁護委員

　吉田千惠子　　八幡町

　小山　利幸　　新田町

　北村　豊美　　古川町

　合田　朝子　　観音寺町

○粟井坂瀬山林管理会委員

　秋山　　進　　粟井町

　安藤　利一　　粟井町

　各務　　清　　池之尻町

　齋藤　英孝　　新田町

　大西　博幸　　植田町

　磯野　啓利　　木之郷町

　大矢　一夫　　観音寺町

　合田　光治　　伊吹町

　岡田　正德　　大野原町

１２月定例会の主な内容

２日招集・会期１８日間
一般会計補正予算など原案可決

　平成２５年第４回定例会が１２月２日招集され、

１９日までの１８日間の会期で開かれました。

　２日の招集日には、歳入・歳出予算の総額

に１億８，８６０万１千円を追加し、総額を２７３

億７，１９１万円とする一般会計補正予算のほか

特別会計の補正予算、条例の一部改正などの

計６１議案が提出され、市長の提案理由の説明

に続いて、委員会付託を省略し、即日採決で

同意された委員の任命・選任・推薦など６議

案を除く５５議案がそれぞれ所管の委員会に付

託されました。

　９日・１０日の両日は、１６名の議員が各会派

・党の代表質問と個人質問に立ち、それぞれ

当局の考えをただしました。

　１１日から１３日にかけて総務・建設経済・文

教民生の各常任委員会が開催され、付託され

た議案を慎重に審査しました。

　最終日の１９日には、本会議において、各常

任委員長より付託された議案の審査結果が報

告され、採決の結果すべての市長提出議案を

原案のとおり可決しました。

　続いて、市長より追加提出された観音寺市

航路事業施設条例の一部改正の議案を総務常

任委員会に付託し、審査が行われました。本

会議において委員長報告が行われ、原案のと

おり可決しました。

　その後、監査委員選任の追加議案を日程追

加し、これに同意して、本会議を閉会しまし

た。

　なお、審議結果は、１５ページ「審議した議

案等とその結果」のとおりです。

議
長
に
秋
山
忠
敏
氏

副
議
長
に
石
山
秀
和
氏
を
選
出

　今
春
、
本
市
の
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
統

合
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
、
新
庁
舎
及

び
新
市
民
会
館
の
建
設
）
の
一
つ
で
あ
る
観

音
寺
小
学
校
、
観
音
寺
幼
稚
園
及
び
観
音
寺

保
育
所
が
新
し
く
完
成
と
な
り
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
や
育
成
の
中
心
と
し
て
の

役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
や
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
教
育
・
保
育
施

設
と
し
て
、
将
来
に
渡
っ
て
地
域
活
性
化
の

一
翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　市
議
会
と
し
て
は
、
従
来
の
慣
例
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一
層
の
創
意
工
夫

と
努
力
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
行
政
当

局
と
の
真
摯
な
議
論
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り

有
効
な
政
策
を
推
進
し
、
常
に
市
民
の
み
な

さ
ま
の
目
線
に
立
ち
な
が
ら
、
諸
課
題
の
解

決
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

議
長

秋
山

　忠
敏

副
議
長

石
山

　秀
和
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　来
年
度
の
予
算
編
成
方

針
の
中
で
、
学
校
統
合
後
の
跡

地
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
、
現
在
の
状

況
を
各
校
ご
と
に
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　観
音
寺
南
小
学
校
は
、

跡
地
に
新
市
民
会
館
が
建
設
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
観

音
寺
東
小
学
校
は
、
体
育
館
を

地
域
の
社
会
体
育
施
設
と
し
て

活
用
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
校

舎
棟
は
、
耐
震
改
修
が
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
使
用
は
困
難
で

あ
る
。
常
磐
幼
稚
園
は
、
木
造

園
舎
を
解
体
し
、
新
観
音
寺
幼

稚
園
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
発
着
場

と
し
て
整
備
し
、
遊
戯
室
な
ど

は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
今
回
統
合
を
決
定
し

た
萩
原
小
学
校
・
紀
伊
小
学
校

の
跡
地
は
、
体
育
館
と
運
動
場

な
ど
は
地
域
の
社
会
体
育
施
設

と
し
て
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
他
の
施
設

と
高
室
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、

市
全
体
の

施
設
利
用

計
画
の
中

で
検
討
し

て
い
き
た

い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　中
心
市
街
地
再
生
の
た

め
実
施
し
た
街
路
事
業
は
事
業

途
中
と
は
い
え
、
商
店
数
の
減

少
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
原
因
を
ど

の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　
　中
心
市
街
地
整
備
に
つ

い
て
、
商
店
数
の
減
少
の
原
因

分
析
を
さ
れ
て
い
る
か
と
の
質

問
で
す
が
、
本
市
の
商
店
街
の

状
況
は
、
全
国
各
地
の
商
店
街

と
同
様
に
景
気
の
後
退
、
郊
外

の
大
型
店
の
進
出
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
購
買
機
会

の
多
様
化
、
商
圏
人
口
の
減
少
、

経
営
者
の
高
齢
化
に
よ
る
後
継

者
不
足
、
交
通
環
境
の
変
化
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
複
合

的
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
商
店
街
の

活
性
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
、

少
子
化
な
ど
の
構
造
的
な
問
題

も
あ
り
、
解
決
に
は
困
難
を
要

す
る
も
の
と
思
う
が
商
店
街
連

合
会
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、

環
境
や
状
況
に
合
わ
せ
て
粘
り

強
く
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

代表質問 一般質問項目表

●印については、質問と答弁の内容を本ページ以降に掲載しています。

大賀　正三
（民政クラブ）

・市長の政治姿勢について
●来年度の予算編成について

高橋　照雄
（ 立 志 会 ）

・所信表明について
・平成２６年度予算について
・財政について
●観音寺市総合振興計画（後期基本計画）

について
・農業政策について
・社会保障について
・インフラ整備について
・防災について

石 山 秀 和
（ 公 明 党 ）

・所信表明について
・合併特例債活用後の財政について
●今後の定住化対策について
・防災対策について
・ふるさと納税について
・高齢者、障害者の見守りについて
・食品の虚偽表示問題について

篠原　重寿
（社会民主党）

・所信表明について
●職員採用について
・消費税増税と財政運営について
・ため池の整備について

藤 田　 均
（日本共産党）

・所信表明について
・消費税増税による市民の暮らしについて
・子どもの医療費の窓口無料化の拡充に

ついて
・国民健康保険税の減額について
●住宅リフォーム助成制度について
・避難所及び避難計画等について
・学校の統廃合について

  質 

問
答
弁

と

質
問

質
問

（12月定例会）

答
弁

答
弁

詫間　　茂
（ 友 志 会 ）

●幼稚園のトイレについて
・中学校の予算について
・統合小学校、幼稚園、保育所の正門前

の歩道について
・すぽっシュＴＯＹＯＨＡＭＡについて
・高室幼稚園及び常磐幼稚園について

大平　直昭
（ 友 志 会 ）

・所信表明について
●デジタル防災行政無線について

大久保隆敏
（ 立 志 会 ）

●農業振興について

井下　尊義
（民政クラブ）

●身体障害者について

井上　浩司
（ 友 志 会 ）

●介護について
・防犯灯について

伊丹　準二
（民政クラブ）

・市民の期待感について
・現状の施設運用と整備状況について
●今後の公共施設整備について

豊浦　孝幸
（民政クラブ）

・観光振興について
・産業振興について
●市民活動の拠点施設の整備について
・広聴広報の強化について

安藤　忠明
（公　明　党）

●水害対策について
・琴弾公園について
・大谷池の遊歩道について
・通学路について

友枝　俊陽
（ 友 志 会 ）

・市内のイルミネーション装飾について
・防災対策について
・のりあいバス及びスクールバスの運転

手の安全管理について
●通学路の安全対策について

安藤　康次
（民政クラブ）

●瀬戸内国際芸術祭・伊吹島（夏会期）
の総括と課題について

五味　伸亮
（ 立 志 会 ）

・ファミリープールの管理運営について
・室本港周辺の防災対策について
・土曜日授業の導入提案について
・人口構造の変化とまちづくりについて
●観音寺市と周辺地域の連携について
・スポーツ振興と交流促進について

個人質問

代
表
質
問

民
政
ク
ラ
ブ

大
賀　

正
三

立
志
会高

橋　

照
雄

来
年
度
の
予
算
編
成
つ
い
て

観
音
寺
市
総
合
振
興
計
画（
後

期
基
本
計
画
）
に
つ
い
て
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

修
す
る
。

　柞
田
幼
稚
園
・
豊
田
幼
稚
園

の
２
園
で
は
、
観
音
寺
市
立
学

校
等
再
編
基
本
方
針
の
統
廃
合

プ
ラ
ン
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
園
の
再
編
統
合
に
よ

る
建
て
替
え
も
念
頭
に
、
施
設

の
抜
本
的
改
善
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　現
在
本
市
で
は
、
同
報

系
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の

整
備
に
向
け
て
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
が
、
進
捗
状
況
、
シ

ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　本
年
度
中
に
実
施
設
計

を
完
了
し
、
平
成
２６
年
度
～
２７

年
度
に
機
器
の
設
置
工
事
を
行

い
、
平
成
２８
年
度
か
ら
本
格
運

用
の
予
定
で
あ
る
。

　シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
、
現
時

点
で
は
拡
声
子
局
（
ス
ピ
ー
カ

ー
）
を
市
内
全
域
で
約
１
４
０

基
、
屋
内
戸
別
受
信
機
を
指
定

避
難
所
、
自
治
会
館
、
医
療
機

関
を
含
め
た
要
援
護
者
利
用
施

設
な
ど
、
発
災
時
に
防
災
拠
点

と
な
り
う
る
施
設
（
約
４
２
０

　
　
　①
合
併
時
点
と
現
在
の

職
員
数
・
人
件
費
の
比
較
検
討
は
。

②
業
務
を
安
定
的
に
継
続
さ
せ
、

年
代
の
空
白
を
な
く
す
た
め
に

も
、
計
画
的
な
採
用
が
必
要
で

は
。
③
職
員
数
は
業
務
量
に
見

合
っ
た
人
数
確
保
が
第
一
。
地

方
分
権
の
流
れ
を
ふ
ま
え
た
定

員
適
正
化
計
画
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
場
の
状
況
を
把
握

し
た
採
用
計
画
と
す
べ
き
。

　
　
　①
合
併
時
６
４
０
名
か

ら
、
今
年
４
月
で
４
５
９
名
（
２８

・
３
％
減
）、
人
件
費
は
単
年
度

で
３３
億
７
千
万
か
ら
、
２４
億
４

千
万
円
と
約
９
億
３
千
万
円
の

削
減
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
民

間
委
託
や
業
務
改
善
の
実
施
、

職
員
の
努
力
に
よ
る
結
果
で
あ

る
。
②
本
年
４
月
現
在
の
年
齢

構
成
は
、
５０
歳
以
上
が
４５
％
、

４０
～
５０
歳
未
満
が
２４
％
。
昨
年

は
、
５０
歳
以
上
が
４９
％
で
、
今

後
職
員
採
用
の
継
続
に
よ
り
、

年
齢
構
成
の
平
準
化
が
図
ら
れ

る
。
③
業
務
実
態
の
把
握
や
地

方
分
権
に
伴
う
権
限
移
譲
な
ど

を
勘
案
し
、
ま
た
、
市
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
定
員
適
正
化

計
画
の
中
で
職
員
採
用
を
検
討

す
る
。

　
　
　市
民
が
、
市
内
業
者
に

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
発
注
す
る

場
合
、
２０
万
円
程
度
を
限
度
と

し
て
、
工
事
費
の
１０
％
程
度
を

市
が
助
成
す
る
制
度
で
あ
る
。

全
建
総
連
の
調
査
で
は
平
成
２５

年
５
月
に
は
５
６
２
自
治
体
と
、

す
で
に
３
割
を
超
え
る
自
治
体

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
さ
ぬ
き

市
も
入
っ
て
い
る
。

　来
年
度
は
、
新
た
に
三
豊
市

で
も
実
施
が
決
ま
っ
た
。
他
に

は
四
国
中
央
市
、
徳
島
県
の
東

み
よ
し
町
・
美
馬
市
な
ど
、
本

市
の
周
辺
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　大
手
の
市
外
の
住
宅
会
社
に

回
る
仕
事
を
、
市
内
の
中
小
零

細
業
者
へ
発
注
す
る
、
仕
事
お

こ
し
で
あ
る
。
ぜ
ひ
実
施
を
。

　
　
　本
市
で
は
、
現
在
、
太

陽
光
発
電
・
浄
化
槽
・
介
護
住

宅
改
修
・
耐
震
・
公
民
館
補
助

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
議
員

提
案
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

の
創
設
は
、
近
隣
他
市
な
ど
の

整
備
動
向
な
ど
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
状
況
に
応
じ
検
討
し
た

い
。　

　
　現
在
、
市
内
に
観
音
寺

幼
稚
園
、
一
ノ
谷
幼
稚
園
、
常

磐
幼
稚
園
、
高
室
幼
稚
園
、
柞

田
幼
稚
園
、
豊
田
幼
稚
園
、
大

野
原
幼
稚
園
、
豊
浜
幼
稚
園
の

８
つ
の
幼
稚
園
が
あ
る
が
、
柞

田
幼
稚
園
と
豊
田
幼
稚
園
の
２

園
の
ト
イ
レ
だ
け
が
水
洗
化
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
教
室
、
廊

下
で
も
臭
う
状
況
に
あ
る
。
今

後
、
水
洗
化
す
る
予
定
が
あ
る

の
か
伺
う
。

　
　
　２
園
で
は
、
共
通
し
て

施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
問
題
が

あ
り
、
水
洗
化
が
難
し
い
状
況

で
あ
る
。
し
か
し
、
園
児
や
職

員
の
安
全
面
・
衛
生
面
を
考
慮

し
て
今
年
度
中
に
洋
式
便
座
タ

イ
プ
の
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
に
改

　
　
　本
年
の
観
音
寺
市
の
人

口
は
、
６
万
３
千
人
で
高
齢
化

率
２６
％
。
４
年
後
の
平
成
２９
年

に
は
、
本
市
の
人
口
は
、
６
万

人
を
割
り
込
み
、
高
齢
化
率
も

３２
・
６
％
ま
で
上
昇
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
新
市
総
合
計

画
で
は
、
定
住
化
対
策
に
一
段

の
努
力
を
傾
注
し
て
人
口
６
万

人
を
維
持
す
る
こ
と
を
最
大
の

目
標
と
し
て
い
る
。
本
市
は
、

こ
れ
ま
で
も
「
こ
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
」
を
立
ち
上
げ
、
若

い
世
代
の
定
住
化
に
努
力
を
し

て
こ
ら
れ
た
。
今
後
の
定
住
化

の
目
玉
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　今
後
は
、
就
学
前
２
人

目
以
降
の
保
育
料
を
無
料
化
す

る
な
ど
、
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
の
さ
ら
な
る
拡
充
や
、
市
交

流
定
住
促
進
計
画
に
基
づ
く
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
促
進
の
た
め

の
支
援
策
な
ど
に
も
取
り
組
み
、

本
市
の
定
住
人
口
の
増
大
を
図

っ
て
い
く
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

詫

間　

茂

幼
稚
園
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

大
平　

直
昭

答
弁

質
問 公

明
党石

山　

秀
和

社
会
民
主
党

篠
原　

重
寿

日
本
共
産
党

藤

田　

均

今
後
の
定
住
化
対
策
に
つ
い
て

職
員
採
用
に
つ
い
て

個
人
質
問
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

カ
所
）
へ
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。
市
内
全
域
配
信
、
指
定
地

区
内
限
定
配
信
は
も
ち
ろ
ん
、

子
局
か
ら
指
定
地
区
内
の
子
局

全
部
へ
の
配
信
、
当
該
子
局
の

単
純
拡
声
器
と
し
て
の
利
用
な

ど
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

ま
た
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
と
の
連
動

に
よ
り
、
緊
急
地
震
速
報
や
大

津
波
警
報
な
ど
の
即
時
配
信
が

可
能
と
な
る
の
で
、
有
事
の
際

に
は
、
よ
り
迅
速
な
避
難
行
動

を
取
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　本
市
の
基
幹
産
業
は
農

業
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
本
市
の
農
業
の
現
状
、
今

後
の
農
業
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　現
在
、
農
業
は
厳
し
い

状
況
の
中
で
は
あ
る
が
、
生
活

の
原
点
は
や
は
り
農
業
で
あ
り
、

漁
業
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
農
業
は
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
と
の
認
識
は
昔

か
ら
も
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
農
業
の
現
状
に
つ
い

て
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
、
担
い
手
不
足
、
耕
作
放

棄
地
、
有
害
鳥
獣
の
増
加
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
、
国

の
農
業
の
政
策
転
換
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
も
加
わ
り
、
農
業
の
根
幹

が
揺
る
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
行
っ
て
、

問
題
解
決
を
図
っ
て
い
る
が
、

思
う
よ
う
な
結
果
が
出
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　今
後
、
市
に
お
け
る
農
業
振

興
を
図
る
た
め
、
多
く
の
施
策

を
策
定
し
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　身
体
障
害
者
協
会
は
、

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
、
社

会
参
加
の
促
進
、
障
が
い
者
福

祉
の
増
進
を
目
的
に
発
足
し
て

い
る
が
、
高
齢
化
。
新
規
加
入

の
不
足
に
よ
り
組
織
活
動
に
影

響
が
出
て
い
る
。
本
市
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
保
健
手
帳
な
ど

を
交
付
さ
れ
て
い
る
対
象
者
へ

の
協
会
加
入
案
内
に
つ
い
て
は

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
新
会
員

加
入
推
進
に
協
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　介
護
保
険
制
度
は
、
施

設
か
ら
在
宅
へ
と
シ
フ
ト
し
、

在
宅
介
護
が
主
流
に
な
る
も
の

と
思
う
が
、
当
市
の
現
状
を
お

伺
い
す
る
。

　ま
た
、
家
族
も
含
め
た
認
知

症
の
方
の
居
場
所
づ
く
り
や
研

修
・
指
導
が
、
今
後
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
認
知
症
問
題

解
決
に
特
化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
創
設
に
つ
い
て
、

伺
う
。

　
　
　要
介
護
認
定
者
の
う
ち

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
２
年
前
は
８１
・
７
％

で
し
た
が
、
本
年
１０
月
に
は

８３
・
０
％
に
増
え
て
い
る
。

　在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
、

同
時
点
で
５０
・
４
％
か
ら
５２
・

６
％
に
増
え
、
施
設
入
所
者
が

３１
・
３
％
か
ら
３０
・
４
％
に
減

っ
て
い
る
。

　ま
た
、
来
年
４
月
か
ら
、
観

音
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
業

務
委
託
を
行
う
予
定
の
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と

な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
認
知
症

問
題
に
対
応
で
き
る
チ
ー
ム
づ

く
り
の
た
め
に
、
広
く
関
係
者

に
呼
び
掛
け
て
い
く
。

　
　
　中
心
市
街
地
に
集
中
す

る
感
が
否
め
な
い
公
共
施
設
建

設
に
対
し
、
統
合
小
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
所
の
統
廃
合
後
の

跡
地
、
残
施
設
の
利
活
用
を
、

地
元
対
応
と
し
て
将
来
計
画
を

明
示
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
、

伺
う
。

　
　
　現
在
、
整
備
計
画
中
の

公
共
施
設
は
、
新
庁
舎
及
び
新

市
民
会
館
建
設
事
業
、
大
野
原

小
学
校
校
舎
増
築
事
業
、
同
報

系
デ
ジ
タ
ル
行
政
無
線
整
備
事

業
な
ど
で
あ
る
。

　道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
県

営
事
業
と
し
て
観
音
寺
池
田
線
、

丸
亀
詫
間
豊
浜
線
、
先
林
姫
浜

線
、
伊
吹
循
環
線
な
ど
を
。
市

道
改
築
事
業
と
し
て
、
粟
屋
堂

之
岡
線
、
粟
井
駅
南
線
、
観
音

寺
大
野
原
線
、
国
道
小
学
校
線

外
１
線
、
国
道
長
谷
線
、
街
路

事
業
で
中
央
七
間
橋
線
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
光
ケ

ー
ブ
ル
網
の
未
整
備
地
域
に
お

け
る
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
や

集
会
施
設
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
推
進
す
る
。

　
　
　自
治
会
を
含
む
新
し
い

世
代
間
交
流
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
は
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
活
動
を
支
え
る

の
は
人
で
あ
り
、
育
て
て
行
く

の
も
人
で
あ
る
。
今
後
地
域
の

担
い
手
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
関
し

て
ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
活
動
を
支

援
す
る
活
動
拠
点
も
当
然
必
要

だ
と
考
え
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
拠
点
や

ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し
て
中
心

市
街
地
空
き
店
舗
、
空
地
な
ど

を
活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

答
弁

答
弁

介
護
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

井
下　

尊
義

井
上　

浩
司

大
久
保
隆
敏

身
体
障
害
者
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

伊
丹　

準
二

今
後
の
公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て

答
弁

豊
浦　

孝
幸

市
民
活
動
の
拠
点
の
施
設
整

備
に
つ
い
て

質
問
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

る
。
ま
た
冠
水
時
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
道
路
と
水
路
の
境
界

部
分
に
反
射
式
の
器
具
を
設
置

す
る
。
さ
ら
に
隣
接
す
る
土
地

へ
の
影
響
が
な
い
部
分
に
つ
い

て
は
、
道
路
面
の
嵩
上
げ
な
ど

を
行
い
改
善
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　①
昨
年
、
市
内
の
各
学

校
で
取
り
ま
と
め
た
通
学
路
の

危
険
箇
所
は
全
部
で
４５
カ
所
、

そ
の
内
３１
カ
所
は
す
で
に
対
応

済
み
だ
が
、
今
年
度
中
に
８
カ

所
の
対
策
を
行
う
と
聞
い
て
い

る
が
、
対
策
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
た
か
。
②
８
カ
所
の
危

険
箇
所
の
う
ち
６
カ
所
は
人
家

の
密
集
地
域
で
早
急
な
対
応
が

難
し
い
た
め
、
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
る
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
そ
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
何

ら
か
の
対
策
は
行
っ
た
か
。
③

危
険
な
未
整
備
区
間
へ
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
整
備
や
カ
ラ
ー
線

化
な
ど
の
対
策
は
行
わ
な
い
の

か
。

　
　
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い

手
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
人
材
育
成

支
援
な
ど
、
市
民
自
ら
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
推
進
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
。
ま
た
、
活
動
拠

点
と
し
て
空
き
店
舗
、
空
き
家

を
利
用
す
る
こ
と
は
、
所
有
者

の
理
解
が
あ
れ
ば
可
能
と
思
う

の
で
、
具
体
的
な
動
き
を
踏
ま

え
つ
つ
、
行
政
と
し
て
も
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　毎
年
、
豪
雨
に
よ
る
水

害
で
、
道
路
が
冠
水
す
る
な
ど

の
被
害
が
増
え
て
い
る
。
原
因

を
見
つ
け
て
根
本
的
な
解
決
を

と
思
う
が
、
ま
ず
は
冠
水
時
の

対
策
に
つ
い
て
手
を
打
つ
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

　
　
　豪
雨
時
の
冠
水
箇
所
が

増
加
し
て
い
る
。
高
屋
町
の
当

免
、
八
幡
地
区
で
は
、
県
営
湛

水
防
除
事
業
の
排
水
ポ
ン
プ
の

効
果
に
よ
り
、
冠
水
時
間
は
か

な
り
改
善
さ
れ
た
も
の
と
考
え

構
造
的
な
長
期
不
況
に
備
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
伝
統

や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
市
民

間
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
定
住

交
流
促
進
、
地
場
産
業
や
観
光

の
振
興
、
主
要
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
の
行
政
間
の
つ
な
が
り
を

一
層
深
め
、
具
体
的
な
数
値
目

標
を
持
ち
、
広
域
経
済
連
携
を

模
索
し
な
が
ら
道
州
制
を
見
据

え
た
中
心
を
担
え
る
共
生
地
域

づ
く
り
を
提
案
す
る
が
、
当
局

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　周
辺
自
治
体
も
同
様
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
、
緊

密
な
連
携
は
欠
か
せ
な
い
と
考

え
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
も

三
観
広
域
行
政
組
合
あ
る
い
は

四
国
ま
ん
な
か
交
流
協
議
会
の

枠
組
み
を
活
か
し
つ
つ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
の
状
況
に
配
慮

し
な
が
ら
、
よ
り
連
携
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　①
８
カ
所
は
県
道
４
カ

所
、
市
道
４
カ
所
で
各
所
管
が

随
時
対
応
中
で
関
係
者
と
協
議

を
す
る
中
で
対
策
の
見
直
し
を

行
っ
た
箇
所
も
あ
り
、
今
年
度

中
に
す
べ
て
の
対
策
は
難
し
い
。

②
６
カ
所
は
交
通
量
が
多
い
道

路
だ
が
人
家
が
立
ち
並
ん
で
い

る
箇
所
も
あ
り
、
一
定
の
効
果

を
出
す
に
は
相
当
な
予
算
と
時

間
が
必
要
で
早
急
な
対
応
が
難

し
い
。
③
短
期
間
で
効
果
を
出

す
大
変
有
効
な
方
法
だ
と
思
う

の
で
、
必
要
箇
所
か
ら
検
討
し

た
い
。

　
　
　伊
吹
丸
の
運
航
に
お
い

て
夏
会
期
で
あ
れ
ば
、
土
・
日

だ
け
で
も
午
後
７
時
ぐ
ら
い
の

最
終
便
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
瀬
戸
内
の
夏
の
島
の
朝
、

沈
む
夕
日
、
こ
の
景
観
を
見
ず

に
は
伊
吹
は
語
れ
な
い
し
、
短

時
間
で
ア
ー
ト
を
め
ぐ
る
だ
け

で
は
理
解
で
き
な
い
、
や
は
り

伊
吹
島
で
一
泊
し
て
ほ
し
い
。

地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、

耕
作
放
棄
地
の
畑
を
行
政
が
借

り
上
げ
て
整
地
を
し
、
水
道
・

電
気
・
仮
設
ト
イ
レ
を
整
備
し

て
有
料
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　期
間
中
の
来
島
者
な
ど

の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、

土
・
日
の
み
の
増
便
な
ど
も
考

え
ら
れ
る
が
、
採
算
性
、
従
事

す
る
職
員
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、

次
期
開
催
す
る
場
合
に
は
、
調

査
研
究
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

伊
吹
島
の
地
形
か
ら
、
砂
浜
を

利
用
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
は

難
し
く
、
耕
作
放
棄
地
を
利
用

す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、

ニ
ー
ズ
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か

費
用
対
効
果
な
ど
を
含
め
た
調

査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　今
後
、
急
速
な
人
口
減

少
が
予
測
さ
れ
る
。
日
本
全
体

の
人
口
構
造
の
激
変
に
お
い
て

本
市
独
自
の
取
り
組
み
も
限
界

が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

隣
接
す
る
周
辺
地
域
と
の
連
携

を
強
化
し
、
人
口
構
造
の
激
変
、

水
害
対
策
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

観
音
寺
市
と
周
辺
地
域
の
連
携

に
つ
い
て

安
藤　

忠
明

友
枝　

俊
陽

五
味　

伸
亮

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
・
伊
吹
島

（
夏
会
期
）の
総
括
と
課
題
に
つ
い
て

安
藤　

康
次

質
問
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果
●第４回（１２月）定例会

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
観音寺市オフトーク通信施設条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市大野原交流センター条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市豊浜公会堂条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市道の駅「とよはま」条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市伊吹開発総合センター条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市税条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市行政財産の目的外使用に関する使用料条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市豊浜福祉会館条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

健康交流施設「おおのはら」条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市豊浜ふれあい会館条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市老人福祉センター条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市介護保険条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市大野原一般廃棄物最終処分場条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市衛生センター設置条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市伊吹クリーンセンター設置条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市斎場条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市コミュニティセンター条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市総合コミュニティセンター条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市多目的集会施設条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市農業集落排水処理施設条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市土地改良事業分担金徴収条例の全部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市漁港管理条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市道路占用料徴収条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市公共物管理条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市公園条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市下水道条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市港湾管理条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市立大野原町域の市立小学校及び中学校の学校施設に関する使用料条例の一部改について 原案可決（反対２人）

観音寺市立豊浜小学校運動場夜間照明に関する使用料条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市立幼稚園保育料徴収条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市立幼稚園預かり保育経費保護者負担金徴収条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市放課後児童クラブ条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市公民館条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市立図書館条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市観音寺共同福祉施設条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市働く婦人の家条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市立大野原会館条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市有明ふれあい海岸施設条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市立総合体育館条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市立豊浜野球場条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市豊浜トレーニングセンター条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市水道事業給水条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

教育委員会委員の任命について  同　　意（反対１人）

教育委員会委員の任命について 同　　意

監査委員の選任について  同  　意（反対１人）

公平委員会委員の選任について 同　　意

人権擁護委員の候補者の推薦について 同　　意

粟井坂瀬山林管理会委員の委嘱について 同　　意

市道路線の認定及び変更について 原案可決

平成２５年度観音寺市一般会計補正予算（第５号） 原案可決（反対１人）

平成２５年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決（反対１人）

平成２５年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計補正予算（第１号） 原案可決（反対１人）

平成２５年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決（反対１人）

平成２５年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決（反対１人）

平成２５年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決（反対１人）

平成２５年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決（反対１人）

観音寺市航路事業施設条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

監査委員の選任について  同  　意（反対５人）
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　豊田小学校の６年生が生け花体験。講師の華道家か
ら家元や歴史について学んだ後、長さや角度を考えな
がら慎重に生け始めました。松やユリなどを思い思い
の発想で生け、最後に水引をさまざまな形であしらう
と迎春にふさわしい華やかな作品が完成。子どもたち
は感性を生かした自分だけの作品を作り上げ、満足そ
うな表情でした。（まちかど特派員　片山園美）

伝統文化 華道の魅力にふれる

伝統校の誇りを胸に１６年連続出場

　ちゃれんじキッズの料理教室があり、観音寺市食生
活改善推進協議会の会員が魚の模型を使って魚の骨や
栄養の説明、調理の仕方を教えてくれました。メニュ
ーはアジのあんかけ、ブロッコリーと豆腐のカレーマ
ヨサラダ、白菜と大根のみそ汁。子どもたちは慣れな
い手つきで野菜を切ったり、ゆでたり、味見をしたり。
「お魚も野菜もおいしい」と終始笑顔でいただきました。

　１００歳を迎えた藤川峰夫さん（大野原町）を市長が
訪問し、お祝いしました。１００歳とは思えないほど元
気いっぱいの藤川さんは、県外からもお祝いに駆けつ
けた子どもや孫、ひ孫など総勢３０人の親族の皆さんと、
にこやかに写真に収まったり会話も弾んだりと終始う
れしそう。得意な詩吟を張りのある声で披露し、みん
なから大きな温かい拍手が送られていました。

　第４１回マーチングバンド・カラーガード全国大会に
出場する大野原小学校の激励会がありました。ことし
はエルビス・プレスリーの曲をテーマに、５８人のメン
バーが華やかでエネルギッシュなパフォーマンスがで
きるよう練習を重ねてきました。「メンバーそれぞれの
思いを胸に、四国代表としてしっかり演奏演技をして
きます」と石川楓子さん（６年）が決意を述べました。

お魚一匹丸ごと上手に食べよう

１００歳をみんなでにぎやかにお祝い15
12

14
12

10
12

13
12

17
12

　狂言の公演（２月３日）が予定されている粟井小学
校で、本公演前のワークショップがありました。これ
は文化庁が選定した文化芸術団体が小・中学校で演劇
等を巡回公演する「次代を担うこどもの文化芸術体験
事業」の一つ。狂言を初めて知った子が大半で、立つ、
座る、歩くの基本動作を教わり、日頃触れることのな
い貴重な体験で芸術を身近に感じているようでした。

日本の伝統芸能を体験したよ
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　市内１３の小学校から６年生の代表２３人が「観音寺市
子ども議会」で一日議員を体験しました。市議会本会
議場での開会に緊張した面持ちの子どもたちでしたが、
「元気な街でくらすために」をテーマに地震対策や統合
後の小学校の活用策など、議事が進むにつれ緊張がほ
ぐれ、大人顔負けの質問をしっかりと市長と教育長に
投げかけていました。

未来の観音寺を担う子ども議員たち

　大正２年１２月２０日に予讃線の多度津駅から観音寺駅
間が開通し、１００周年を迎えた観音寺駅で記念出発式
がありました。ホームに多度津行き普通列車が入ると、
聖母幼稚園の５歳児が「線路は続くよどこまでも」な
どを元気いっぱい合唱。テープカットの後、駅長と園
児代表の出発合図で列車を全員で見送りました。

多度津ー観音寺間の開通１００周年を祝う

　姉妹都市北海道真狩村の小学生が描いた風景や人物
などの図画２７点が市役所ロビーに展示され、来庁者の
目を楽しませました。絵には言葉が添えられていて、
工夫しながら丁寧に描いている様子が伝わってくるよ
うでした。ことしで４回目を迎えた作品展、真狩村で
は、豊田、一ノ谷、豊浜小学校の児童の３４作品が展示
され、ほのぼのとした交流が続いています。

　目の不自由な人たちに「広報かんおんじ」を届けよ
うと毎月ＣＤなどに録音して「声の広報」を作ったり、
一般書などの朗読をしたりしている「朗読ボランティ
アサークル・ののはな」が、ボランティア功労者厚生
労働大臣表彰を受賞しました。小西代表は「地道に１７年
間続けてきたことが表彰されてうれしい」と１８人の仲
間と共に喜び合い、気持ちを新たにしていました。

「声の広報」ずっと続けていきたい

　大野原幼稚園の５歳児が、餅つきを体験しました。
きねと臼を使って餅つきをしたことがある園児は少な
く、更生保護女性会や婦人会、れたすクラブなどのボ
ランティアの人たちと、元気に掛け声を掛けながら餅
をつきました。また３、４歳児は５歳児が育てたダイ
コンやニンジンを入れてアツアツのみそ汁を作り、み
んなでいただきました。

　消防団の出初め式が市立総合体育館と総合運動公園
であり、市内の８方面隊の２２分団が勢ぞろい。参加者
はきびきびとした動作で、竹ばしご操法や消防操法、
一斉放水など日ごろの訓練の成果を披露しました。大
野原マーチングバンドの演奏もあり、火災の予防や消
火など市民の安全・安心のために活動してくれる消防
団に花を添えました。

真
まっかり

狩村の子どもたちの力作並ぶ1
6~15

1
12

1
10 もっちり甘くておいしかったよ 防火の誓いも新たに出初め式

25
12

20
12

18
12
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山 桃
とう

李
り

ちゃん

父 智巳さん　  　母 初夏さん
（天神町）

 

 

三  宅 　 徹
とおる

ちゃん

父 高照さん　  　母 愛子さん
（高屋町）

三 宅 心
こ

晴
はる

ちゃん

父 純樹さん　 　母 有紀さん
（大野原町大野原）

細川大
だい

治
じ

朗
ろう

ちゃん

父 剛志さん　   　母 利奈さん
（茂木町）

大 西 莉
り

生
お

ちゃん

父 寛幸さん　　　母 瑠美さん
（室本町）

満１歳の子どもを募集
　２月３日から２月2８日まで ５月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２５年２月生まれ

 
 

栗 田 桜
おう

佑
すけ

ちゃん

父 隼人さん　　　母 純子さん
（坂本町）

　
「
毎
日
忙
し
く
し
て
い
た
ら
、

は
や
８５
歳
に
な
っ
て
る
わ
」
と

に
こ
や
か
に
話
す
大
西
伊
勢
子

さ
ん
。
昭
和
４５
年
に
豊
浜
町
箕

浦
地
区
の
婦
人
会
会
長
と
し
て

活
動
を
始
め
て
以

来
、
た
く
さ
ん
の

団
体
の
役
員
と
し

て
多
方
面
で
活
躍

し
て
き
ま
し
た
。

　な
か
で
も
日
赤

ふ
れ
あ
い
の
会
会

長
と
し
て
の
活
動

は
今
も
現
役
。
長

年
の
活
動
と
し
て

年
数
回
、
豊
浜
町

内
で
出
前
い
き
い

き
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
で
は
、
会
員
手
作
り
の

昼
食
で
高
齢
者
の
人
た
ち
を
も

て
な
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
日
舞
や
工
作
、
体
操
、
参
加

者
み
ん
な
で
を
歌
を
歌
っ
た
り

と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
過
ご
し
て

も
ら
え
る
よ
う
活
動
に
も
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
８０
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
や
ご
夫
婦
に
年
２
回
手
作

り
の
お
は
ぎ
を
配
っ
た
り
、

友
愛
訪
問
を
し
た
り
し
て

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

「
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

多
く
の
人
た
ち
の
お
か
げ

で
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
い
、
私
も
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。」
と
、
人
の

笑
顔
が
励
み
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　こ
う
し
た
活
動
を
幅
広

く
し
て
き
た
こ
と
で
地
元
だ
け

で
な
く
市
外
に
も
た
く
さ
ん
の

友
人
が
で
き
、
今
で
も
年
賀
状

の
や
り
と
り
が
続
い
て
い
ま
す
。

　人
と
の
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い

に
感
謝
し
、
毎
日
を
楽
し
く
過

ご
す
す
て
き
な
人
生
。
だ
か
ら

こ
そ
大
西
さ
ん
の
周
り
に
は
人

が
集
い
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
の

で
し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
も
現
役

出
会
っ
て

　ふ
れ
あ
っ
て

　
　
　響
き
あ
う

大
西　
伊
勢
子
さ
ん
（
豊
浜
町
）
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　新春を華やかに彩る成人式が１月１２日、市内のホテルで

開かれ、着物姿やスーツ姿の新成人がかつてのクラスメー

トとの久しぶりの再会と二十歳の門出を喜び合いました。

　式典に先立ち、恩師からの心温まるビデオメッセージや

お楽しみ抽選会があり、会場は熱気に包まれました。式典

では市長が新成人に「ありがとうの気持ちを忘れず、社会

に貢献してほしい」と激励。新成人代表７人による誓いの

言葉があり、二十歳の自覚を新たにしました。ことしの成

人式の対象者は男性２９６人、女性３１５人の計６１１人で、新

成人スタッフ１５人が式典を企画・運営しました。

成人式の写真をお渡しします

笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出笑顔華やか 二十歳の門出

　成人式で撮影した集合写真（該当校区１枚）と当日の様子を撮影

したＤＶＤ１枚を無料で渡します。

２月２５日（火）から  （土・日曜日、祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

生涯学習課（共同福祉施設内）／すべての小学校区

大野原分室／大野原・五郷・紀伊・萩原校区（３月３１日（月）まで）

豊浜分室／豊浜校区（３月３１日（月）まで）

　　　　生涯学習課　　☎２３−３９４３

日時

場所

問い合わせ先
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　住
居
表
示
実
施
地
区
に
住
宅

等
を
新
築
し
て
住
所
を
定
め
る

場
合
は
、
土
地
の
地
番
を
示
す

○
○
町
○
丁
目
甲
○
○
番
で
は

な
く
、
○
○
町
○
丁
目
○
番
○

号
と
表
示
し
ま
す
。

例土
地
の
地
番
の
表
示

坂
本
町
一
丁
目
甲
３
０
０
番
１

　
　 ←

住
所
の
表
示

坂
本
町
一
丁
目
１
番
１
号

　住
居
番
号
を
付
番
す
る
た
め
、

市
民
課
に
「
住
居
新
築
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　古
い
建
物
を
取
り
壊
し
て
新

し
く
建
て
た
場
合
も
同
様
の
届

出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

入
札
期
日

２
月
２４
日
（
月
）
午
後
１
時
３０

分
か
ら

入
札
場
所

電
算
セ
ン
タ
ー
３
階
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
会
議
室

入
札
保
証
金

　免
除

受
付
期
間

　２
月
１０
日
（
月
）
～
２０
日
（
木
）

　（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先

　総
務
課
管
財
契
約
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

　市
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生

徒
の
作
品
４５
点
を
展
示
し
ま
す
。

２
月
６
日
（
木
）
～
２
月
１３
日

（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
２
月
１０
日
・
１１
日
は
閉
館
日
、

１３
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

共
同
福
祉
施
設
展
示
ホ
ー
ル

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
５

　地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第

４
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
期
監

査
を
実
施
し
た
の
で
、
同
条
第

９
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
２５
年
１１
月
１４
日

　監
査
委
員

　
　佐
伯

　文
男

　監
査
委
員

　
　高
橋

　照
雄

○

監
査
期
間

　平
成
２５
年
９
月
２６
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　１０
月
２８
日

○

監
査
対
象

　健
康
福
祉
部
、
教
育
部

○

監
査
の
留
意
点

　財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

が
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適

正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
に
重
点
を
置
き
、
行
政
監

査
的
な
観
点
か
ら
も
実
施
し
ま

し
た
。

○

監
査
の
結
果

　予
算
の
執
行
な
ら
び
に
事
務

処
理
は
、
関
係
法
令
な
ど
に
準

拠
し
て
お
り
、
お
お
む
ね
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
厳

正
か
つ
適
切
な
事
務
の
執
行
に

留
意
さ
れ
る
よ
う
に
、
監
査
の

結
果
に
よ
る
意
見
等
を
付
し
、

検
討
を
さ
れ
た
い
旨
要
望
し
ま

し
た
。

　監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
７

住
居
表
示
地
区
に
住
宅
等
を

　
建
築
し
た
場
合
の
届
け
出

消
防
車
の
売
却

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

定
期
監
査
の
結
果

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

注
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

所
有
者
が
市
外
へ
転
出
し
た
り

死
亡
し
た
り
し
た
と
き
は
、
早

め
に
住
所
・
名
義
変
更
や
廃
車

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
収
納
係

　
　
　
　
　☎

２３

−
３
９
２
２

大
野
原
支
所

　
　
　
　
　☎

５４
−

５
７
０
０

　豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０ 

　伊
吹
支
所
☎
２９

−

２
１
１
１

　
　
　（
順
不
同
）

常
磐
小
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ
／
柞

田
小
学
校
合
唱
部
／
大
野
原
小

学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
／
観

音
寺
中
学
校
吹
奏
楽
部
／
中
部

中
学
校
吹
奏
楽
部
／
中
部
中
学

校
合
唱
部
／
大
野
原
中
学
合
唱

団
／
三
豊
中
学
校
吹
奏
楽
部
／

観
音
寺
第
一
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
／
観
音
寺
第
一
高
等
学
校
コ

ー
ラ
ス
部
／
観
音
寺
中
央
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
／
香
川
音
楽
連

盟
／
吹
奏
楽
団
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
／
混

声
合
唱
団
フ
ロ
イ
デ
／
豊
浜
さ

わ
や
か
コ
ー
ラ
ス
／
混
声
合
唱

団
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
大
野
原
／

い
き
い
き
コ
ー
ラ
ス
ア
ル
ビ
レ

オ
生
涯
学
習
課

　

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　軽
自
動
車
税
は
、
登
録
を
抹

消
し
な
い
限
り
毎
年
課
税
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
車
検
切
れ
な
ど

で
車
に
乗
っ
て
い
な
い
場
合
も

同
じ
で
、
平
成
２６
年
４
月
１
日

時
点
で
車
を
所
有
し
て
い
る
人

は
平
成
２６
年
度
軽
自
動
車
税
を

納
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　４
月
か
ら
、
２
年
分
の
保
険

料
を
口
座
振
替
で
納
め
る
「
２

年
前
納
」
が
始
ま
り
ま
す
。
毎

月
納
付
す
る
場
合
に
比
べ
、
２

年
間
で
約
１
万
４
千
円
の
割
引

に
な
り
ま
す
。

　２
月
２８
日
（
金
）
ま
で

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替

納
付
（
変
更
）
申
出
書
兼
国

民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

預
金
口
座
の
金
融
機
関
（
郵

便
局
を
含
む
）
窓
口
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
提
出

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
２

　子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
み
ん
な
で

楽
し
む
音
楽
祭
で

す
。
合
唱
や
吹
奏
楽
で
音
楽
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２
月
１６
日
（
日
）
午
前
１１
時
開

場
、
午
前
１１
時
３０
分
開
演

大
野
原
会
館

無
料
（
申
込
不
要
）

変
更
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

軽
自
動
車
所
有
者
の

住
所
・
名
義
変
更
や
廃
車

第
９
回
観
音
寺
市
民
音
楽
祭

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

「
２
年
前
納
」が
始
ま
り
ま
す

料

出
演
団
体

手続き先

転出した場合 死亡した場合

原動機付自転車
（１２５㏄以下のバイク）

転出先の市区町村 市税務課または各支所

小型特殊自動車
（トラクター・コンバイン等）

市税務課または各支所

軽自動車
転出先の
軽自動車検査協会

軽自動車検査協会
　　香川主管事務所
☎０８７−８７０−６６７６

自動二輪
（１２５㏄を超えるバイク）

転出先の運輸支局
四国運輸局香川運輸支局
登録関係ヘルプデスク
☎０５０−５５４０−２０７５
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　た
い
肥
生
産
者
か
ら
、
完
熟

牛
ふ
ん
た
い
肥
や
バ
ー
ク
た
い

肥
、
も
み
殻
た
い
肥
を
購
入
し
、

観
音
寺
市
有
機
農
産
物
生
産
振

興
対
策
事
業
補
助
金
の
交
付
を

受
け
る
耕
種
農
家
の
人
は
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　平
成
２５
年
３
月
１
日
（
金
）
～

　
　平
成
２６
年
２
月
２８
日
（
金
）

２
月
３
日
（
月
）
～
３
月
３
日
（
月
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

Ｊ
Ａ
香
川
県
豊
南
地
区
営
農

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
Ｊ
Ａ
香
川

県
観
音
寺
市
内
各
支
店

（
申
請
書
は
右
記
Ｊ
Ａ
他
、

農
林
水
産
課
と
豊
浜
支
所
に

も
あ
り
ま
す
）

た
い
肥
散
布
後
は
速
や
か
に

耕
起
す
る
な
ど
し
て
、
周
辺

環
境
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
課
（
大
野
原
支
所
）

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
１

２
月
２
日
（
日
）

大
野
原
小
学
校
、
豊
浜
中
学
校

２
月
９
日
（
日
）

萩
原
小
学
校

２
月
２５
日
（
火
）

伊
吹
小
・
中
学
校

２
月
２３
日
（
日
）
午
前
８
時
３０

分
～
午
前
１１
時

魚
見
山
森
林
公
園
付
近

（
豊
浜
町
箕
浦
）

遠
距
離
中
継
訓
練
お
よ
び
防

災
行
政
無
線
運
用
訓
練

訓
練
の
た
め
、
午
前
８
時
３０

分
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

危
機
管
理
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

　利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○

開
放
施
設

　観
音
寺
中
学
校
運
動
場

○

利
用
可
能
校
区

　観
音
寺
南
小
学
校
と
観
音
寺

東
小
学
校
区
内

○

利
用
種
目

　ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー

○

開
放
期
間

　４
月
～
平
成
２７
年
３
月

　午
後
７
時
～
午
後
１０
時

　２
月
１０
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　３
月
３
日
（
月
）

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

　５
月
か
ら
９
月
末
ま
で
の
予

定
で
、
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
ま

す
。
参
加
チ
ー
ム
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す
。

　２
月
１０
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　３
月
３
日
（
月
）

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）
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平
成
２６
年
度
観
音
寺
中
学
校

　
　
夜
間
照
明
施
設
の
開
放

市
消
防
団
山
林
防
火
訓
練

登
録
チ
ー
ム
募
集

平
成
２６
年
度
観
中
ナ
イ
タ
ー

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

ス
ポ
ー
ツ

注

注 有
機
農
産
物
生
産
振
興

対
策
事
業
補
助
金
の
申
請

資
源
回
収
予
定

月　日 ２月のスポーツ行事

２／１１ 観音寺市スポーツ少年団本部長杯ミニバスケットボール大会
８：３０～／大野原会館

２／１１・３／９ 西日本最強ドッジボール大会
９：００～／市立総合体育館

２／１５・１６ 香川室内跳躍競技会
９：３０～／市立総合体育館

２／２３ 第９回アイランドグランプリバウンドテニス大会
９：３０～／市立総合体育館

３／１・２ 第３０回市長杯西日本ジュニアサッカーフェスティバル
９：００～／総合運動公園

３／９ 市内男女混合バレーボール大会
９：００～／大野原会館

男
女
共
同
参
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

「
ま
ま
ご
と
」
で
気
づ
く
家
庭
の
役
割
分
担

　「
ま
ま
ご
と
」
を
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
は
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
役
割
を
交
代
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
一
番
身
近
な
大
人
で

あ
る
親
な
ど
の
生
活
行
動
に
興

味
や
関
心
を
抱
き
、
と
て
も
よ

く
見
て
ま
ね
る
た
め
、「
ま
ま
ご

と
」
か
ら
そ
の
家
庭
の
役
割
分

担
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　本
市
に
お
け
る
各
家
庭
で
の

役
割
分
担
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　昨
年
７
月
に
実
施
し
た
、
男

女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
家

事
に
つ
い
て
は
約
３５
％
、
子
育

て
や
教
育
に
つ
い
て
は
約
７０
％
、

介
護
に
つ
い
て
も
約
７０
％
の
人

が
「
夫
と
妻
が
共
に
協
力
し
て

担
う
べ
き
だ
と
思
う
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

は
家
事
も
子
育
て
・
教
育
も
、

主
に
妻
が
担
っ
て
い
る
と
回
答

し
た
人
が
８０
％
以
上
で
、
女
性

が
家
庭
で
の
役
割
の
多
く
を
担

っ
て
い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　共
に
協
力
し
て
担
う
べ
き
だ

と
思
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
実

際
は
違
う
と
い
う
点
は
改
善
で

き
る
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　改
善
と
い
っ
て
も
役
割
分
担

を
平
等
に
す
る
こ
と
が
目
標
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
内
で
、

お
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

尊
重
し
合
い
、
負
担
を
協
働
で

こ
な
し
理
想
の
役
割
分
担
に
近

づ
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
お
互
い
を
思

い
や
り
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
が
一
番
で
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
、
暮

ら
し
の
中
で
相
手
を
思
い
や
る

気
持
ち
や
、
協
力
し
合
う
心
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

家
庭
で
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
期
間
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

（
金
）
当
日
消
印
有
効

　申
し
込
み
方
法
や
受
講
内

容
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
公
財
）
か
が
わ
健
康
福
祉
機

構

　長
寿
社
会
部

（
高
松
市
番
町
１

−

１０

−

３５
）

☎
０
８
７

−
８
６
３

−

０
２
２
２

３
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

（
丸
亀
市
土
器
町
東
８

−

５
２
６
）

犬
の
飼
い
方
の
ル
ー
ル
、
基

本
的
な
し
つ
け
方
（
実
演
）、

お
手
入
れ
方
法
な
ど

犬
を
飼
い
始
め
た
人
、
飼
う

予
定
の
人

３０
人
程
度
（
先
着
順
）

無
料

２
月
１０
日
（
月
）
～
２０
日
（
木
）

参
加
者
の
愛
犬
は
同
伴
不
可

西
讃
保
健
所
衛
生
課

　
　
　
　☎

２５

−

４
３
８
３

　発
達
障
が
い
児
（
者
）

　
　
　
　
　
　
　保
護
者
の
会

２
月
１３
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
正
午

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
（
三

豊
合
同
庁
舎
３
階
研
修
室
）

気
に
な
る
子
ど
も
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ

発
達
面
で
気
に
な
る
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
な
ど

事
前
予
約
が
必
要

　同
保
健
対
策
課

　

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

平
成
２６
年
４
月
～
平
成
２８
年

３
月
（
２
年
制
）

三
豊
市
高
瀬
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
他
３
市

歴
史
、
社
会
・
生
活
、
文
化
、

健
康
、
福
祉
、
行
事
（
全
科

目
受
講
必
修
）

県
内
在
住
で
平
成
２６
年
４
月

１
日
現
在
満
６０
歳
以
上
で
初

め
て
受
講
す
る
人

１
０
０
人

２
５
、
０
０
０
円
（
１
年
間
）

２
月
１
日
（
土
）
～
２
月
２８
日

　異
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
観
音
寺
市

国
際
交
流
協
会
主
催
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
１５
日
（
土
）
午
後
６
時
～

香
川
ア
ロ
ー
事
務
所
（
出
作
町
）

ジ
ュ
リ
ア
・
イ
ニ
サ
ン

（
高
松
市
国
際
交
流
員
）

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
と
習
慣

無
料　秘

書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　☎

２３

−
３
９
１
５
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料

料

料 講

注

注

情
報

掲
示
板

お
知
ら
せ

ウ
ィ
ズ
の
会　
学
習
会

平
成
２６
年
度
入
学
か
が
わ

長
寿
大
学
西
校
受
講
生
募
集

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

　
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー

犬
と
仲
良
く
暮
ら
そ
う
教
室

～
愛
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
～

　
（
譲
渡
講
習
会
同
時
開
催
）

食育コーナー

　このコンテストは、地域農産物を利用した献立と

食育、地域農業等への理解などの取り組み実践を発

表するものです。観音寺学校給食センターでは、県

産オリジナル野菜の食べて菜のゴマドレッシングあ

え、ハマチの照り焼き、クリやサツマイモの入った

秋のお宝ごはん、金時ニンジンとミカンのゼリーな

ど、「さぬきのうまいもん」をそろえた献立を紹介し

ました。審査の結果、生産者による児童への出前授

業や学校給食展の開催、保護者向け給食レシピの配

布など、地域への啓発の取り組みが高く評価され、

中国四国農政局長賞を受賞しました。

　今後も学校給食を通じた食育の推進を図っていき

たいと思っています。

★秋のお宝ごはん

★ハマチの照り焼き　

★切り干しダイコンの煮物

★食べて菜のゴマドレッシング

★金時ニンジンとミカンのゼリー

★牛乳

観音寺学校給食センター
第６回地産地消給食等メニューコンテスト
　　　　　　中国四国農政局長賞に輝く

学校給食課　☎５７−６６６０

観音寺学校給食センターの献立

❶食べて菜、ハクサイは、それぞれよく洗ってゆ
で、さっと水で冷まし、水気を絞って２㎝ほど
に切る。
❷ハムは５ミリほどの短冊切りにし、炒めるなど

の熱処理をした後、冷ましておく。ゴマはフラ
イパンでいってからよくする。
❸調味料を合せて①と②の材料をあえる。

食べて菜のゴマドレッシングあえ

食べて菜２００ｇ、ハクサイ１００ｇ、ハム４０ｇ（約
２枚）、米酢小さじ２、濃口しょうゆ大さじ１／２、
三温糖小さじ１／２、いりゴマ大さじ１強

（４人分）材　料

作り方

募
　集



４
月
５
日
（
土
）
＝
崇
徳
上
皇
・

へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

４
月
６
日
（
日
）
＝
瀬
戸
大
橋
・

万
葉
の
島
コ
ー
ス

出
発
は
距
離
に
応
じ
て
午
前

７
時
３０
分
～
午
前
１０
時
の
間

Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
前
市
民
広
場
集
合

５
㎞
、
１０
㎞
、
２０
㎞
、
３５
㎞

一
般
＝
１
、
８
０
０
円
（
当

日
２
、
２
０
０
円
）、
中
高
生

＝
１
、
０
０
０
円
（
当
日
１
、

２
０
０
円
）（
５
㎞
コ
ー
ス
は

１
、
０
０
０
円
、
中
学
生
５

０
０
円
）、
小
学
生
以
下
＝
無

料
（
保
護
者
同
伴
）

３
月
８
日
（
土
）
ま
で

申
し
込
み
方
法
や
当
日
の
集

合
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　同
実
行
委
員
会

☎
０
８
７
７

−

４
５

−

４
４
０
１

２
月
１２
日
（
水
）
～
１４
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

２
月
１０
日
（
月
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

２
月
２０
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

高
松
法
務
局
観
音
寺
支
局

（
坂
本
町
５

−

１９

−

１１
）

２
月
３
日
（
月
）
～
１７
日
（
月
）
に

電
話
で
の
申
し
込
み
が
必
要

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

同
局
不
動
産
登
記
部
門
筆
界

特
定
室
で
の
相
談
対
応
の
場

合
が
あ
り
ま
す
）

　高
松
法
務
局
不
動
産
登
記

部
門
筆
界
特
定
室

☎
０
８
７

−

８
５
１

−

６
３
８
４

く
ら
し
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　ア
ド
バ
イ
ス

事
例
／
「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

で
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ
が
格
安

に
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
、

指
定
口
座
に
代
金
を
振
り
込

み
申
し
込
ん
だ
が
、
届
い
た

商
品
が
偽
物
で
業
者
と
も
連

絡
が
取
れ
な
い
」
と
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
買
い
物
は
便
利
に
気

軽
に
利
用
で
き
る
反
面
、「
連

絡
が
取
れ
な
い
」、
「
商
品
が

届
か
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

支
払
方
法
が
前
払
い
の
場
合
、

常
に
こ
の
リ
ス
ク
が
伴
い
ま

す
。
後
払
い
や
カ
ー
ド
払
い

な
ど
複
数
の
支
払
方
法
が
あ

る
方
が
安
心
で
す
。
住
所
や

電
話
番
号
、
責
任
者
の
表
示

な
ど
、
販
売
店
の
信
用
性
を

必
ず
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２５

−

５
１
３
５

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
注
意
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

就
農
相
談
窓
口

土
地
の
筆
界
（
境
界
）

　
　
に
関
す
る
相
談
所

第
１２
回
讃
岐
う
ど
ん
つ
る

つ
る
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

相
　談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

料

図書館だよりLibrary News

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

休館日　　　　3・10・17・24 日

★おはなし会
★古典文学講座

８日（土）　　10：30～11：30
15日（土）　　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　ショーペンハウアー著「読書について」（古典新訳文庫）
★妖怪きりがみをつくってみよう！

１日（土）　　13：30～14：10
22日（土）　　10：30～11：10
18日（火）　　11：00～11：30
21日（金）　　13：30～

23日（日）　　13：30～15：00

中央図書館

豊浜図書館
１日（土）　　13：30～14：30

15日（土）　　13：30～14：00

★工作教室
　世界にひとつだけのワッペンをつくろう！
★おはなし会
　絵本「オニじゃないよおにぎりだよ」ほか

「心に響く人生訓」特集

おすすめ本

そっと心に灯をともしてくれる
人生訓の特集

「香川歴史紀行」
− 古から未来へ架ける橋 −

香川歴史学会 /編
60周年を迎えた香川歴史学会が

記念誌を発行

と　き：２月２３日（日）

　　　　午後１時３０分～

　　　　　　　　　午後３時

ところ：中央図書館２階会議室

対象者：小学生以上

　　　　（大人も歓迎）

定　員：３０人（当日先着順）

持参物：カッター・はさみ

妖怪きりがみを
つくってみよう！
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１２日（水）・２６日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６２　　１９日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　 ５日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　街角の年金相

談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）

　　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１４日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１３日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　

１８日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１２日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　６日（木）・２０日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ６日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　９日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　 　先着３人 　５日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談

室　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　 ２５日（火）午前１０

時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室

　　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 ４日（火）・１８日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ６日（木）・２０日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ４日（火） 

・１８日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　５日

（水）・１９日（水）午前１０時～午後 4 時　観音寺市中央公民館

２階会議室　 就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　　土・日

・祝を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成セ

ンター

行政相談　☎２３−３９１５　　２１日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所

所

所
所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所
火
入
れ
を
し
な
い

〇

火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け

る
〇

た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
時

は
、
完
全
に
消
火
す
る

〇

火
遊
び
は
し
な
い

　

　　

（
平
成
25
年
）

火
災

救
急

２
、７
１
３
件

26
件

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

12
31

火
災

救
急

」
　毎
年
２
月
と
３
月
は
地
域
に

よ
っ
て
火
入
れ
が
始
ま
る
時
期

で
、
乾
燥
注
意
報
や
強
風
注
意

報
が
た
び
た
び
発
令
さ
れ
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

　山
火
事
の
怖
さ
は
、
火
の
粉

が
飛
散
し
同
時
多
発
的
に
着
火

延
焼
す
る
こ
と
や
延
焼
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
こ
と
、
消
火
活
動
が

困
難
な
こ
と
で
す
。
山
火
事
は
、

大
規
模
な
火
災
に
発
展
し
て
地

域
社
会
に
甚
大
な
影
響
を
与
え

る
た
め
、
発
生
さ
せ
な
い
こ
と

が
最
も
大
切
で
す
。

　次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
火

災
か
ら
緑
の
財
産
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

〇

枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で

は
、
た
き
火
を
し
な
い

〇

風
が
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥

し
て
い
る
時
は
、
た
き
火
や

山
火
事
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

１２月１日～３１日（敬称略）

香典返し

古 川 町
西 本 町
柞 田 町
室 本 町
出 作 町
出 作 町
本 大 町
出 作 町
村 黒 町
出 作 町
室 本 町

筒井　静夫＝
泉宮　孝則＝
井元　雅績＝
山内　吉恵＝
白井　澄子＝
高橋　秋義＝
田中　眞介＝
久保　照子＝
大路　　毅＝
三野　博基＝
三宅　重孝＝

大西　忠征＝
竹澤　幹夫＝
村上キヨミ＝

谷　　孝世＝
「折り梅」上映会実行委員会
傷痍軍人会大野原支部

豊田憲次朗＝

柞 田 町
柞 田 町
坂 本 町

村 黒 町

琴 浪 町

チャイルドシート寄付

一般寄付
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今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

63,128 
30,317 

24,204 
32,811 

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

平
ひら

塚
づか

古墳⑦（大野原町）観音寺市の
　古墳文化

１月１日現在
 外国人を含む

２

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

２月の納税・納付

固定資産税・都市計画税（４期）
後期高齢者医療保険料　（８期）
納期限　2月28日（金）

納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

医
歯

薬

競
高
伊

保
いき
ふれ

共福

市口
大中

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
競輪場
高室公民館
伊吹公民館
市役所ロビー
大野原中央集会場

愛育会行事

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

豊福 愛

育児相談

のびのび教室

骨密度測定

10 カ月児相談

クニタクリニック

まなべ歯科医院

スター薬局柞田店

快生堂豊浜調剤薬局

三野小児科医院

ひまわり調剤薬局三豊

小山医院

高田歯科医院

ふじや薬局

ひまわり調剤薬局三豊

辻整形外科医院

クロダ歯科医院

快生堂薬局本店

第健調剤薬局

森内科医院

うすき歯科医院

京町薬局観音寺店

ケイ・アイ薬局

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:30

13:15 ～ 13:45

八幡町  ☎25－7363

豊浜町  ☎52－6150

八幡町  ☎56－0001

豊浜町  ☎52－1818

医 医

医

医

医

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬

薬

薬

保 保

保

伊

保

競

高

競

高

高

高

いき はつらつ会

もぐもぐレッスン
9:00～11:00

10:00～11:30

いき

いき

いき

いき

豊福

いき

いき

いき

はつらつ会

ゆう酸素リフレッシュ体操

ひまわりの会

はつらつ会

３歳児健診

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

ふれ

大中

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

健康栄養相談

ぴよぴよクラブ

健康相談

ぴよぴよクラブ

10 カ月児相談

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:30

13:15 ～ 13:45

いき

いき

いき

いき

いき

いき

豊福

ふれあい広場

あぶあぶひろば

1歳6カ月児健診

のびのび教室

育児相談

ふれあい広場

あぶあぶひろば

３歳児健診

ふれあい広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

骨密度測定

ふれあい広場

あぶあぶひろば

さわやか栄養教室

ぴよぴよクラブ

3カ月児健診

筋力つけんな～教室

  茶話会

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

14:00 ～ 15:30

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

10:00 ～ 11:30

（旧観音寺市Ｈ２４年７月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２２年７月生まれ）

（旧観音寺市 H25 年４月生まれ） （旧観音寺市 H25年１１月生まれ）

（H25 年８月生まれ）

ぴよぴよクラブ

元気なのぅ（脳）～教室

いき

いき

市口

いき

豊福
9:30 ～ 11:30

14:00 ～ 15:30

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

のびのび教室

骨密度測定

はつらつ会

健康栄養相談

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

  9:30～11:30
12:30～16:00

 9:30 ～ 12:30

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
   Ｈ25 年 4 月・5 月生まれ）

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
   Ｈ２２年 7月・８月生まれ）

要予約

要予約

要予約

　墳丘の周囲には幅８．４ｍの周
しゅう

濠
ごう

（古墳の周りに掘られた濠
ほり

）

があります。周濠を含む古墳全体の範囲は、直径６６．７ｍの広

大な面積を誇っています。ま

た、墳丘の北側には地山を削

り残し、堤防のような構造物

を造っていることが確認され

ました。これは、墳丘の盛土

が風雨などで流失するのを防

ぐためのものと思われます。

共福

周濠 ▲墳丘北側裾部の状況

村黒町  ☎25－2354

観音寺町（七間橋）☎25－3308

観音寺町（青柳）☎25－2884

豊浜町  ☎52－5100

柞田町  ☎25－1577

豊中町  ☎62－6480

柞田町  ☎56－1280

豊浜町  ☎56－3260

吉岡町  ☎25－7788

豊浜町  ☎52－5100

池之尻町 ☎57－1100

茂木町  ☎25－8348

観音寺町（駅通）☎25－3606

豊浜町  ☎56－3477

要予約

献血

献血

愛 保




